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4-4   プログラミング言語

　　コンピュータに実行させるプログラムを記述するための言語

　　　　→　基本ソフトウェア, 応用ソフトウェアの作成

　　　　→　論理的で、人間が理解しやすい表現

　　　　　　　　マシン語  (  機械語  )

　　　　　　　　　　数による表示(２進数)

　　　　　　　　　　汎用性が無い

　　　　　　　　　　　　CPUの種類が異なれば、バイナリの互換性はない

　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　ソフトウェアが機種・製品により違ってくる

 修正は難しい

　　　　　　　　アセンブリ言語

　　　　　　　　　　人間の可読性を重視した表現

　　　　　　　　　　アセンブリ言語とマシン語は１対１に対応

　　　　　　　　翻訳プログラム = プログラミング言語

　　　　　　　　　　より人間にわかりやすい表現　「ソースコード」

　　　　　　　　　　人間がわかりやすいプログラムをマシン語やアセンブリ言語に変換

　　　　　　　　　　汎用性・互換性あり

　　　　翻訳プログラムの分類

　コンパイラ

　　　・最初に一括変換

　　　・実行前にコンパイル作業が必要

　　　・実行速度は高速

　インタープリタ

　　　・プログラムを実行するごとに変換

　　　・いつでもはじめることができる

　　　・オーバーヘッドの分だけ遅い

　手続き型言語

　　　・手続き＝処理手順・アルゴリズムが意味をもつ

　非手続き型言語

　　　・関数・表・論理表現を用いて因果関係などを記述

　その他

　　　・簡易言語・スクリプト言語 ≒ インタープリタ系言語？

　　プログラミング言語(その他言語)の種類

　　　　・Excel や Word のマクロ言語 (VBA)

　　　　・HTML, XML, CSS

　　　　・JavaScript/Ruby/PHP/Python

　　　　・Basic(Visual Basic)

　　　　・Java/C/C++/C#

　　課題) プログラミング言語の特徴を整理してみましょう

(低水準)

(高水準)


